
競技上の注意 
 

■ 新型コロナウィルス感染拡大防止対策について 
（１）試合会場への来場者は、事前に必ず検温を行っておき、参加校毎、会場毎に試合当日検温確認表

（別紙２～４）の提出を義務付ける。また、３７．５℃以上の発熱者は試合会場へ入場できない。 

（２）来場者は全員マスクを着用すること。選手は、競技中のみマスクを外してよいが、結果報告、応

援、審判、試合待機等の時間帯では、必ずマスク着用すること。 

（３）試合後の挨拶は、簡潔に済ませ、握手等は行わない。 

（４）応援は、拍手のみとする。不用意に声を出したりしないように注意すること。 

 

■競技について 

（１） 男女共に、Ａクラスはすべて１セットマッチ(６－６タイブレーク)で行い、ＢＣクラスは原則とし

て６ゲーム先取ノーアドバンテージ（５−５タイブレーク）で行う。 

（２） 男女ＢＣクラスの決勝トーナメントについてはフリー抽選とするが、原則として初戦は同校対戦と

ならないように配慮する。 

（３） 可能な限りオーダー・オブ・プレー表の指示により進行する。若番の選手は本部にボールを取りに

来ること。両者共に、前の試合終了後直ちにコートに入ること。 

（４） 各コートの１試合目はセルフジャッジとする。各コートの２試合目以降は、敗者によるソロチェア

アンパイアとする。 

（５） 試合前のウォームアップは、トスの後に開始し、原則としてサーブ３本のみとする。 

（６） ２５秒ルール・９０秒ルールは、厳守すること。 

（７） 試合終了後、勝者は直ちに本部に結果を報告すること。敗者は、試合で使用したボールをもらい、

コートに待機し次の試合のソロチェアアンパイアを行う。コンソレ（初戦敗者戦）該当ペアは、ソ

ロチェアアンパイア終了後に本部に申し出ること。 

（８） 表彰は４位まで行う。 

 

■ コンソレ（初戦敗者戦）について 

(１）全てのクラスにおいて、初戦敗者同士による対戦を１ペア１試合ずつ、６ゲーム先取ノーアドバン

テージ（５－５タイブレーク）で行う。 

（２）ボールは、若番が敗者としてもらったボールを使用する。 

（３）コンソレ終了後、勝者は、試合で使用しなかったボール（１試合使用のボール）をもらい、直ちに

本部に結果を報告すること。敗者は、試合で使ったボール（２試合使用のボール）をもらい、コー

トに待機し次の試合のソロチェアアンパイアを行う。 

 

■ その他 

（１） 男女共に、Ａクラスの申込後の選手変更は認めない。替わりに出場する場合は初戦とコンソレのみ

行い、勝ち上がれない。 

（２） 男女共に、ＢＣクラスの申込後の選手変更は、変更後の選手がいずれのクラスにも参加していない

選手に限り認める。他クラスに参加している選手が替わりに出場する場合は、原則として初戦とコ

ンソレのみ行い勝ち上がれない。 

（３） 男女Ａクラスにおいて、スーパーシードにより３回戦から出場するペアについては、１５分間のペ

アでの練習を認める。使用コートと開始時間については、オーダー・オブ・プレー表の指示に従う

こと。練習時にコートに入れるのは選手のみとする。 

（４） 全国高体連テニス専門部の服装規定に則って、試合時のユニフォームにゼッケン着用等による学校

名を表記すること。 

（５） ウォームアップウェアの着用は、原則として認めない。雨天や気温の低下等の場合は、各会場担当

者の判断で着用を認めることがある。 

 

■ 連絡及び問い合わせ先 
熊本県テニス協会高校部会 冬季ダブルス担当(今大会ディレクター) 八尋貴幸 
携帯 ０９０－９５９１－０３５１（ディレクター直通） 

〒861-3204 熊本県上益城郡御船町木倉1253番地 熊本県立御船高等学校 
ＴＥＬ 096-282-0056   ＦＡＸ 096-282-1286 


